
 

 

 

暑かった夏休みも終わり、2学期が始まりました。まだまだ暑い日が続くようなので、 

体調に気をつけながら、2学期も元気に頑張ってもらいたいと思います。 

今回は、夏休みに行われた育友会進路部主催の学習会についてお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：8月 25 日（火）14:00～ 

講師：つわぶき会理事長 岩橋正悟 氏 

テーマ：  特別支援学校の保護者が知っておきたい福祉サービス』 

    小・中・高で積み重ねる本人の経験と家族の準備 

参加者：保護者 11 名、教職員 5名 

☆講演のまとめ☆ 

●福祉サービスは、本人の生活を拡げるための道具 

  〇安心して過ごせる場所を増やす 〇本人に合う学び方・働き方を試す  

〇家族だけで抱えず、支援者と役割を分ける 〇地域で暮らす選択肢を育てる 

●18 歳前後で制度は変わる。でも支援は切らさない。 

  〇在学中：放課後等デイサービス、障害児相談支援、保育所等訪問支援 

  〇卒業後：生活介護・自立訓練、就労移行・就労継続支援（A/B 型）、共同生活援助（G.H.等） 

●学部別の準備 

 小学部：本人 選ぶ・伝える・試す』    保護者 家族以外につながる』→支援者を増やす 

 中学部：本人 得意・苦手と助け方を知る』 保護者 外の目で本人を知る』→客観的に本人を捉える 

 高等部：本人 実際の場で比べて選ぶ』→仕事ができた≠事業所に合う    

保護者 卒業後の一週間を描く』 

●卒業後の進路（福祉サービス） 

 生活介護：ケアを受けながら日中を自分らしく過ごす 

 自立訓練：地域で暮らす力を一定期間で練習する 

 就労移行支援：一般企業への就職を準備から支える→原則 2年間、就労中止後利用することもある 

 就労継続支援 A型：雇用契約を結び、支援を受けながら働く 

 就労継続支援 B型：支援を受けながら、働く経験を重ねる 

 グループホーム：地域の家で、支援を受けながら暮らす→一軒家、アパートタイプ等様々 

 施設入所支援：夜間も含め、生活全体を支える→介護士、栄養士等専門スタッフが常駐 

 就労選択支援： 本人に合う働き方』を考える仕組み→2025 年 10 月開始の新しい福祉サービス 

☆確認してください☆ 

□相談支援事業所（または市町村窓口）につながっている→裏面参照 

□本人が選びやすい方法を家族と学校で共有している 

□家族以外と過ごす経験がある→放課後等デイサービス、短期入所等 

□卒業後の一週間を具体的に描いている 

□見学・体験・申請の時期を学校と確認している→事業所見学・体験については学校へ必ずご相談下さい 

 



 

 

 

 

 

和歌山市のホームページから、 事業者→福祉→障害福祉サービス等事業所の方へ』と進むと、下のよう

に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

この一覧には、様々なサービスの事業所一覧があります。 

相談支援事業所は、令和8年 7月現在で５１か所ありますが、相談支援担当者は不足している状態です。 

「どのような福祉サービスをいつ頃利用したいのか」ということをお伝えし、しばらく待つことになると考えられます。 

51か所のどこに相談すればよいのかわからない場合は、下記の内、お近くの相談事業所にご連絡してください。居住地

近くでなくても相談はできます。 

No.      事 業 所 名  電 話 番 号 （ファクス番号） 所 在 地 

1 相談支援事業所ヤマックス     073-451-5471 （073-414-2943） 和歌山市松江東 1 丁目 7-36       

2 相談支援事業所さくら         073-488-8016 （073-488-8037） 和歌山市市小路 30-1 

3 麦の郷和歌山生活支援センター     073-423-2267 （073-488-6311）     和歌山市三沢町 2 丁目 23-3       

4 相談支援事業所シャローム 073-425-2406 （073-426-1044） 和歌山市今福 3 丁目 5-41 

5 相談支援事業所りん          073-479-3128 （073-479-3130） 和歌山市森小手穂 2-1         

6 地域活動支援センター櫻 073-444-2468 （073-446-6607） 和歌山市塩屋 3 丁目 6-2 

 


